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「算数・数学科~t会ける学業成績の劣る子 どもの怠考とその指導J CD研究は ，当教育研究所の「学力
向上のための学習指導改善に関する共同研究」のー研究として昭和 39年度から開合された。
H針。 39年度には. i中学:生0)図形の論証」について併究することにし，中学校2年程度の図形の議























f算数の学業成績の劣る子どものJi文章懇の解決Jlrcついて追究 しよう とした。す念わち ，



























どう しても考察していか攻ければならない。 だから， r数量聞の関係の把握」は ，あくまで考察の中心
であって ，それだけK隙定して研究を進めゐわけではない。
(2) 研究のしくみ
@ペーパ ー ・テス トに よる調査












2 ペ ー パ ー ・テストによる調査
(li調査対象児童





















問1 こうどうに， 4人がけのこ しかけが 23ずつ6れつにならんでいます。このこうどう¥1(，
るo0人はいることになりました。すわれない人は何人でしょうか。
(東審新しい算数 4年上)




問 3 8 0 mば念れて 2;2ドのまつの木がるDます。 この 2;ドのまつの木の間へ 4m会吉にさ くらの
-*をうえようと患い昔ナ。さくらの木がイ河本¥/¥るでしょうか。
{学図 小学校算数 4 ，.手上)
問 4 はる子さんは ，訟はじさを 54個， 妹は 52側も っています。はる子さんが妹K何1闘あげた
らら， 2人の訟はじきが同じになるでしょうか。
(学図小学校算数 4年上)
問 5 ことしの 1月1日は金ょう自でした。 らい年の 1月1日は何ょう日でしょうか。ことしの日
数は 36 5日です。
(東醤:新 しい後数 5年下〕
問 6 まさかさんの学級の生とは 42人います。むじいさん ・扮ばあさんのいる人をしらべたら ，
つぎのとなタでした。
シじいさんがいる 一一ー一一 一一一 -----10人
かばるさんがいる 一一一 一一一一一ー一 一ー ー17人
かじい窓んもかばあさんもい念い ーー 一一一一一-1 9入
念じいさんも沿ばあさんもいる人は何人で しょうか。
(学~ 小学校算数 5年上)
間 7 いす ，弟は?オで，母は.55オですり何年たつと，-/司・の年が弟の王手の 5倍κ念るでしょうか。
(大番小守:算数 5年上)





問? りんど4個と，なつみかん 2伺をJ'{うと ，合計 12日円です。f!つみかん 1備のねだんは ，
りんど 1個のねだんの 2倍です。 Pんどとなっみかんのそれぞれ 1閣のねだんはいぐらですか。
(数出 傑準算数 5年上)
間 10 ある工員のB給は 85 0円で， t宣言義をすると ， 8給のほか~ 1 8 0円もらえます。この工
員が 15日はたら いて，合計 14 3 7 0司もらいせ した。夜来 したのは何回でしょうか。
(学図 小学校3事数 6年下〉
問 11 200mのトラ yクを， AとBが同じ謝努から同時K出発 して走Pました。
出発してから5分たって ，Bがち ょうど?回全わったとき， Aにはじめて退いぬかれました。
Aと8の分速は ，それぞれ何mでしょ うか。(東筈新しい算数 5年下)






ペーパー ・テス トによる調査は ，次のように 4回K分けて実施した。
(回) 日 時 (問題〕
釘1回 7月7日 (71<) 1 1時 15分- 1 1時 457子(3 O?子|村1) |話j1 問2
tl:;2固 " 1 1時 50分- 12時 15分(2 5分間〉 問 5 間4
第 5回 " 1 <1時 35分- 1 5時o0分(2 5分間) 問 5 間 6
第 4凶 7月8自(木:) 1 1時 15分-1 1 時 ~ u分 (25分間) f討7 問8
~5回 " 1 1 D与1.!:分- 1 21寺10分(2 5分間) 問 9 問 10
第品目 " 1 3崎 2C分- 1 5時 45分 (25?}ro"1) 問 11問 12
この時程のうら ，第 1戸!だけを 30分にしたのは ，テス卜の受領等q宅覚明f'(多〈の時聞がかかると考
えたからである。
念公 ， これらのテスト時聞の巡営 ~Cついtは，時間不足による無答が多〈あらわれ1;.い よう Kするた




新潟市内のBイ学校の第 6学年 1・2・5組(以後 ，それぞれC1 • C2 • C3 と略記するととがあ
る)の児誌の中から ，下位群 (P. 2重要.!R'l) (r(，~ずる子ど もむよび中位群 (P. 2参照〕に属する子ど
もをそれぞれ 18名選び，この 36 ~誌を調企対象児掌とした。
調査対象児意を選出ナるにあたっての方針は次の となDである。
ア 選ばれる 1B人によってつ〈られる集団が ，下位若手吉たは中位詳を代表すゐ集団であること。
ィ C1 ， C! ， C， !ll:ついて ，それぞれ下位砕から6名，中位群から 6名選ぴ ，選出1た4名によって
つ〈 られる集団がなるべ 〈等賞~念る よ うにする。
ク 下位群から選iまれる子どもも .中位!lf.1>ら選Iffiる子どもも ，男女の長女が怠るべく同じに1;.るよう
にする。




o 11数標準学力テス トの偏発値〈注 2)が50臥上であること。
3 知能偏差a直(注りが 5O..;，l上であること。
(注 1)条件tてあてはtる児3立を得に〈いときは ，算数標準学カテス トの偏差値を重視する。
〈注 2)昭和 40年 5月A日K.学級担任κよって実施された「教研式学ブ琳歪 (算数:)Jの結
果を用いた。




言平定 (第 5学年末) ・算数標準学力テストの偏差値 ・知能偏差値を示している。
(表 1) 調査対象児章
i 児性算算知 児 性等算数知 Ij尼性算算知
設 数霊能章 数学自gi定 数豊能 |
の の力 備 の の )J 保の の力偏
番 言ヰ イ扇 差 番 評 去を 番 言平 差
差 差 差
号 Blj 定値 {直号別定値信号 月lj 定 値 {直
Cj 1 Cz 1 C3 
Pll 女 2[ 42 1 46 1 P21 女 21 4 4 [ 46 1 P 31 女 2I 42 i 43 
下 P)2男 2! 41 I 29 ! P22 努 2138150lP32 男 2I 40) 48 | 
位 Pl3_1男 2 1 4 0 1 4 3 1 P za 男 2 1 40148 1 Pad~ 三 ~8 ~ 竺ー
pul男 11 4 3 1 .37 I P21 男 21 38 1 50 1 P 34 男 21o81 45
群 P15 女 1I 4 2 [ 4 7 1 p 2S 男 11 35 1 46 1 P 35 男 12 I .3 8 I 41 I 
; P i6 努 1，I 36 1 38 I PZ6 ぷ 11I 33 I 38 I P 36 女 11 32 1 4 1j 
予11 女 3!58j53，PZJ 女 31 571 53 1 P~1 女 .3 I 55! 50 
中
P12 女 3! :7 1 5 5 1 P 22 女 3I 55 1 58 1 P 32 女 31 55 48 
位予 13 努 3I 5'.1 I 54 I P235号 3I 55 I 51 I P33 男 31 53 1 52 
P 145'!l 1 3 1 B 1 48 1 PZ4 女 31 5 5 1 51 1 P 34 女 31511 53
百平 P 15 女 3 I 53 I 45 j P2 ~ 男 3 ， 53 1 5日 P '5 男 3 ! 5日 6 1 I 
P 16 男.3_1~50 _I47_ I P!6 男 31 521 551P'63ち 31501 53
o PlIは ，下位在学のC1 の 1番であることを示す。
P35は ，中位詳のC3 の 6番であることを示す。
次vc，調査対象兇愛が，下位群.~中+ヤi位君群宇の斗
示すと， (表 2)のよ うK念る。
一ιー
(表 2) 中位苦手 ・下位群の算 数学力14差値
込¥ C1 C2 C~ 中 佐野 下位 群 中 位 8手 下 位解 中位喜幸 下 位群
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あると考えられる問題を 2間選び ，これを調査問題とした。 これらの問題を QlなよびQa とよぶ。
次vc• QI必よひ，Q3の類似問題を 1問ずつ作!>'これも調会間部とした。 これらの問題をQ2がよ
びQ‘とよぶ。 Q2 ・Q4は ，個人面接('(よる調査にないて，子どもVCQI ・Q3を解かせるための手
助けの問題として用いたり， Ql ・Q3を解いた考え方が遜用されるかどうかをみる問題として用いた
Dした。だから ，Q2 • Q4 を，それぞれQl . Q3の補助問題とみることができる。













Q1 ・Q2 ・Q3 ・Q4は ，次の問題である。
Ql 1 8 0 0 rqを兄と弟に分けるのに ，兄κ(ri弟よ 950 0 円多くなるようにしたいと~"います。
どの ようκ分ければよいでしょうか。.・H ・-・ペーパー・テストの問2
Q2 1 0 0円を兄と弟に分けるのに，兄には弟よ 91 0円多くなるようκしたいと思います。ど
のように分ければよいでしょヨか。
Q3 !Jんど 4個と ，なつみかん 2簡を買うと，合計 12 D円です。なつみかん 1倒のねだんは，
bんど 1{笛のねだんの 2倍です。 Pんどとなっみかんのそれぞれ 1備のねだんはいくらですか。
・・ベー パー ・テストの問?
Q~ あるてんらん会の入場料は.:lO'と設が子どもの 5俗です。なとな 2人と子ども 3人の入場料





。第 1次 QI ・Q2Kついて調査した。 40年?月上匂から 10月上匂までK実施した。



















d C2 の子どもに示した図は ，(凶りなよび(阪12)のよう念図である。
第 1次調査では， QlI'Cついての図を用いた。
(図 1) Qlの解決の助力K期いた図 (@ ，(D ，(C)をそれぞれ 1枚の紙にかいた)
@ ③@ 
兄 惣該宗言言;-~蜘ι必明恒滋ヱエヱ 兄 一時間中;:~: ~;;~雌以鎚4 兄区盤町怒信広汚宗明怒が写「一一一 「
弟 鰯 i怖感宗一切開ヰ 弟主鉱工盤E 霊法弘主笠誕盤以 弟改組虫色三三二;二二_.-
第 2次長崎査では ，Q 3 についての図を用いた。
(淫12) Q3の鱗決の助力('(用いた図 (@ ，@， IQをそれぞれ 1枚の紙にかいた)
@ @ む







。調査対象児童がテス ト用紙K蓄いた式 ・計算 ・答え念ど。
f 調金の方法の大婆を表にすると， (表りのJ:うになる。
(表 3) 個人面接 Vζ よる調交
第 次 第 2 次
，ー野ォ 級 C} Cz C3 C1 C2 Ca 
調査対象 IPl1-P16 PZ1 - PZ6 PSl - P3ij 1-'11 ~ P16 P21 -P P31 - P36 
児 議 )予 11-九 !1521 -1526 I "P31-九 F11-1516 1'21，-PZ6・ P31 -.. P36 
問
寸




図 具 体 物 1 具 体 物 | と 図
- 10ー
直研究の結果とその考察
ペ ー パ ー ・テスト托よる調査
(1)下位群 ・中位群・ 上位群ごと， 問題ごとの正答率
ペーパー ・テス トの問 1から問 12宮でについての正答率(c1:(表 4) のとかタである。正答 ・ 誤~の
判定は .r答えJだけ4'Lよ って行なった。
念主，-.，上位群は ，児選指導要録の算数の評定が 5または 4の子どもで②る。
(表 4) ペーパー・テストの正答率
全 下 の下 中 のr:t よ位 l 
間 体 位 正位 位 正位
の 群 答 群 群 答 群 gf 
の 4 の 率 と の正 正 正
の上位題 立芸 各- の位 答
率 ヨ区 差群 E思 差群
問 1 72 38 ※※ 81 9:> 1 
問 2 る2 30 ※※ る守 8 
問 3 35 13 ※ 33 ※ 57 
間 4 89 70 ※※ 94 100 
問 5 75 eo 
間る 64 45 ※ 71 75 
間 7 57 40 48 ※※ 82 
筒 B 19 5 ※ 34 
問 9I 5;' 35 ※ 56 73 
間 1U 63 20 ※※ 71 ※※ 93 
一向j1 1 I 10 I 3 4 ※※ n 














ア 下位群の子どもは.1 2間のうら 10聞について正答率が 50%未満である。とく f'L.問 3.問
8 .間 10 .問 11 .問 12の正答率は 30すも禾満で多る。
ィ 問 5.問 7 .問 11 .問 1:2の正答訟は，危険率 5%で中位鮮との差が認められない。
ウ 問 4，問 5は ，かなbやさしい問題である。 、
以上のこと治か忌ら .1:伺窃人荷接Uκ亡工る誠査κ用LいA る間題は s問 1九，附 2し，問 6
(αω2幻}下位群の問題ごとの正誤
(衰の は ，下位群の子どもの尚題どとの.iE誤のようすを表わしたものである。
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b 間 問 問 同 総! !討 間 問 間 明 問 間
a 5 4 6 7 9 2 10 5 1 2 8 1 1 
ア 。。。。。。。。 。
f 。。。。。。。。
ウ 。。 。。。 。




ク 。。 。。。。 。
ケ 。。。。 。
コ 。。。。 。 。
サ 。。。。 。
シ' 。。 。。。
コt 。。 。。 。




































結果を分析すると きに行な うこ とになゐのでるる。
① 間 1について 正答主義 下位苦手 3B% 中位:務81 % 
潤 1 こうどう に .4人がけのこしかけが 23ずつ6れつならんでいます。このこう どうに，
6 0 0人はいることに念台古した。すわれ念い人は何人で しょうか。






これらの 「わかっている数量二!と ，求める数量との関係は， (図 3) (悶 4)のようになる。
(図 3) (笥 4) 
4人 2 3 6れつ 6 0 0人
¥ ~/ / 




上の図で， rこしかけの数」 「こしかけられる人数」 「必要なこしかけの数J 「たりないこ しかけの
数jは ，この問題の 「かくれた数量Jである。
子どもが，ょの図氏示したどららの数量聞の関係を把録したかをさぐる手がかbの 1つは， r必要な
こしかけの数」を求める 600+ 4の波書草をしているかどうかであるが，この手がか tK:よってみると，









⑦陀つhて………・下位語学 25人 (639的 中位群 46人 (960/0)
@κついて・H ・H ・.・下位群2.3人 (5B %) 中位群45人 (96 0/0)※ ※ 総数 47人




の部分的~把握についても ， 総合3ヲァ~f包主事についても ， 中位齢よ b劣っているのである。
② |詰l2について iE答率 下位群.30，*，中位針る 9%




o 兄のほうK多〈やる 5C 0円をのけて会いて ，9:主bをi司じようt'C分け，そのあとで，のけてb
いた500円を兄にやる。
@ 全体の金額をもう 5日日 円ふやぜば ，弟にも兄と同じ金額をやることができる，と考え ，
180 0円に 50 0円をたしたものを 2等分して兄のぷんを求め ，次κ弟のふ'んを求める。
e はじめに t8 0 0円を兄と弟K等分してないて，次に弟から兄にい〈らか(差の半分〉をやる
と，兄と弟の差が500円，'Ct.lる。
これらの考え方 ・解き方のうち ，教科主主投どκ忌も多くと pあげられている方法t!⑦の万法でるる。
調査苅忽校で使用している教科沓でも⑦の解き方をと bあげて$'.1}，子どもは， この考え方 ・解き方を
学習している。
この考え方・解き方が多くと りあげられる理由の 1つは， この考え方がすっきbしていて ，演算も容
易なことである。次κ，この考え方 ・解き-;jは ，たとえば， r1800円を兄と弟に分けるの{ζ ，兄lて
は弟の 5悩ょ!;l2 0 0円多くなる ように したいと患います。どのよ うK分ければよいでしょうかJとい
う問題の考え方・解き方に容易に結びつ〈からである。
③の考え方 ・解き方Vてついても上vc述べたこととやや同 じこ とがいえるが， rもう 500円ふやせ}む
という「もし何々をらほJの考え方を必要とするため ，⑦K比べてややむずかしいといえよう。
さて ，S迩査対象児童が用いよう cした解き方を調べると .lAのとま，.tであった。
② 180 0円から 500内をひいてから.践タを 2等分して弟(})ぷんを求め，?>zK兄のふらを求め
ゐ。(上o)(!)と同じ)
下位併 14人(.3 5 %) 中位苦手.34人 (7 1 %) 
O> 1800円l吃 500円をたしてから，それを 2等分 して兄のぷんを求め .次K弟のぷんを求める。
-14-
(上0Jj)と同じ)
下位群 (1人( 0守b) 中位群 。人( 0 %) 
@ はじめに 18 0 0円を兄と弟K等分してないて，次K弟から兄κ:25 0内{差の半分)をやみ。
(上の@と同じ〉
下位群 5人( 8 %) 中位鮮 0人( 0 %) 
@ はじめに 18 0 0円を兄と弟に等分しておいて，lXVC弟から兄K500円をやる。(@の解き方
I'L似ているが，誤った解き方〕
下位群 11人(2 8 ~も) 中位群 ?人(1 9 %) 
@ その他の誤った解き方訟よび無答




ぞれよタも， iはじめK 1 8 0 0円を等分してシいて，次κ熱から兄にいくらかをやる方法J (@と
@)を用いようとしている子どもが合計 23人 (26o/a) もいることは，この類型の問題の指導にあた
って留意しなければならない点であると考える。
@のj混在方は ，⑦ゃ(3)Vc比べると，-:fわ担くどい，泥〈さい解き方でるる。また，さきに述べた，
i 1 8 Q 0円を兄と弟に分けるのに，兄には弟の 3倦よ !J200円多〈なるようにしたいと思hます…
…Jという類型の問題の解き方に発展さぜること も容易では衣い。しかし，この解き方は， (図 5)に














支え，下位苦手のう ちの11人 (28%)と， 中位群のうちの?人(1 9 %)が， 5 0 0円のきをつけ
るには ，一方から他方へ 50 0円やればよい，と考えている。このよう念つまずさをなくするためKも
@の解き方がたいせつな窓」来を もっている。
③間 5について 正答率下位鮮 13% 中位諜33%
















間 五は ，<d:iの葉県型K属する問題である。oと@ は鐙援?を関遂をもってなり ，④を②の特妹念場合とみ
ることもできる。また ，指議の順序と しては，⑦→ @のl眠Kずることが，閉鎖の縞潰宏把援させるの
κょいと考えられる。




下位鮮 5人(1 5 %) 中位鮮， 6八 (33 %) 
。木の間の数と，さ〈らの木の数の関係の把握にだけつまずいていると思われる者
下位鮮18人 (45 %) 中位静20人(4 2 %) 
o その他の鋲答 (80+4+2= 10 80+4x2=40 念ど)
下位群 ，7人 (43 %) 中位若手10人(2 1 %) 
この絡柴をみると ，iその他の誤答Jを主主いた子どもが下位苦手のうちの約半数もなり，これらの子ど
もは，問題場面の把握さえでき念いのだと思われた。
@ 閥41:ついて 正答率 下位群 70% 中位群94 % 







54-32=22 2 2→-2= 1 1 
@ はる子と妹の訟はじきの数が等し〈没ったときと .~iE との差を求める。
54+32= 86 8 6→-2 =4 3 5 4-l 3=11 (43-32=11) 
子どもの用いた解き方を潟べてみると ，次のとなりでるった。
o tまる子のもっている事・はじきの数と，銃のもっている訟はじきの数の差の二分のーを求める。
下位欝 19人 (43問 中位群 26人 (54%)
@ はる子と妹のおるはじきの数が等し 〈なったときと，現在との釜を求める。
下位。宇 7人(1 8 %) 中位群 20人 (420/0) 
@ その他 (ii.どれも綴った解き方であった〉
下位。下 14人(.35 %) 中位苦手 2人( 4 qめ
以上の結果について，下位鮮と中位Pの王室をみると ，全体と ，ωと.@については，危険率 1%で:m
が窓められ .ø j~てついては.fe.険率 5%で差があるとはいえf.::i/)ことがわかった。 このことから，下位
鮮は中位群rc比べて，問題の数量間の関係、のre握のし万が一面的である といえる。
@間 5V(ついて 正答率 下位苦手75 %中位許 75%
i同5 ことしの 1月 11=1は金ょう日でしたu らい年の 1月t日は何ょう臼でしょうか。ことしの日
数はる 65日です。





o 7日どとκ同じよう自がくる。.36 5凶は 52遡と 1臼だから，らい停の 1月 1日は土ょう臼K
なる。 下位静 9人 (23 %) 中位鮮 17人(.3 5守的
初j




@ ちょうど 1年たつと，ょ う日が 1I:lだけすすむから土ょう日になる。




o .3 6 5日の場合，ょう日が 1日ずつ為、そ〈なって〈るから土ょう Svてなる。
@ その他(誤答なよび無答を含む〕
下位群 22人 (55寺山 中位群 21人(4 4 %) 
上aoの解き方をした者の中tては，
。⑦の数還をふまえている者 '
c ⑦の数涯をふまえないで ，単に匁識と して知っていゐ者
があると思われるが ，いまはそれKはとらわれずVC，ペーパー・ テス ト』てるらわれた解き方が ，下位群
と中位苦手とで差があるかどうかをみると，⑦Kついても ，B)VCついても危険家5%で差があるとはいえ
ないことがわかった。
友好，⑦の解き方は， ことしの 1月 16を 16めと して考えているのだとすると ，き ちがったj砕き方
に走る。⑦の解き方をした者の中には，
ことしの臼数は 565 S ，その365日を7日でわると， 52週で 1日あまる。だから金ょう白の
つぎの自の土ょう自になる。
というよ うな考え方をしている者もあったが，そのことは，上の考察にはさ しっかえ念いことである。
@間 6κついて 正答率 lj位群 45% 中位群 71 % 
問 6 '1さ訟さんの学級の生とは42人いまナ。主計じいさん ・幸子ばるさんのいる人をしらべたら，
つぎのとお・りでした。
会じいさんがいる 一一一 ーー ー ーーーーーー一一一ー 1 0人
会ばあさんがいるー-------ー 一 一一ーー 一ー一ー ー 1 7人







下位苦手20人 (50%) 中位群 .38人 (79 %) 






下位群20人(5日制 中位苦手 10人(2 1 %) 
例
o 1日+17=27
o 4 2 - 1守=2O 
@のうち，最も多くあらわれた応答は， i.$;-じいさんがいる子どもと.$~~まるさんがいる子どもの和




①間 7~てついて 正答率 下位群 40% 中位群 48%
間7 いま弟は けで母は O5オー…一…5…仇|
この問題の解き方をみると，
o O 5ー (9xo)=8 8→・2=4
o :5 5ー 9=26 
o :5 5ー 9=26
などのよう1(. 
2 6→-2= t 3 
2 6→-2= 1 3 
。母と弟の年れいの釜が変わらない。
13x3=39 39- 35=4 




。 いま I1年 2年 る年
4年間1
母 35 36 37 38 39 
弟 ? 10 1 1 12 1 :5
弟X3 27 30 33 36 39 ! 
のよう!I(， 
o 母も弟も 1王手允フと 1τコずつ年れいがふえてい〈。
ということから4蓄えを求めようとした者……@とがるった。
この 2つの解き方を比べると ，([1は@ょ bも，よb演えを的1i考え方十亡よる解き方であるといえよう。
ζれらの解き方のほかI'C.
035+9=3.8 














鱗草万 F位自手 中位詳 |
⑦ 3 5 
@ 1 5 1 6 
@ 1 7 1 7 
@ 1 0 
?
4 0 
正答率 下位苦手 3% 中古t鮮 19 % 






o Aから BVC~OO 円やる。また ， Aから C (I( 4 0 0円やるo
o Aから BII(600円ゃy， BからC(I(400円やる。
のよう(I(， Aから BゃC{I<ζが傘をやら念ければ左らない，と，答えた子どもが，下位苦手1(1 5人 C3 8 





Cの半均を求め主うとすると， Aから B ゃ C~亡診








。 A から BI~ 2 Q 0円やる。また， AからCtc4 0日円やる。
o Aから BI~ 6 0 J円やり， Bから Cに400円やる。
o AからC('C600円や.!J，Cから Bκ200同やる。
~ど，1\と B または Cが入れ代わってい るだけで数値が正 しいものを正答とすると，正答率('Í .下位苦手






⑦ 5人の出資の平均値を求め ，3人の出費との差を求めた。 …・・ (正しい解き方)
下位群 12人(3 0 %) 中位群 18人(3 8 %) 
<1> 3人の出費の平均値だけを求めた。
下位岩手 7人(1 8 %) 中位群21人 (440/0) 
@ 3人の出資の総示日だけを求めた。
下位群 1人( 3 %) 中位群 3人( 60/) 
@ その他の式(@も求めてい1Lい式)辛子よぴ無答
下位群20人 (50 %) 中位群 6人(1 3 %) 
上の結果について ，下位群と中位群との差をみる}:，危険率 1%で差があるこいえることがわかった。
このことから ，下位群は中位群K比べて ，問題の数量閣の関係の把握のし万が劣っているといえる。
@問 9VCついて 正答率下位群 35% 牛位群56%
問 9 .!Jんど 4個と ，なつみかん 2偶を買うと ，合計 120円です。なつみかん 11聞のねだんは ，
りんど 11周のねだんの 2倍ですo ]Jんどと念つみかんのそれぞれ 1個のねだんはいくらです力、
この問題は ，r公きかえて考える問題J;iどとよばれている問題の類型Uてはいる問題である。だから，
この問題の解き方としてふつうにとタあげられている方法は， rなきかえる」操作Kよるものである。
つまり ，1Lつみかん 1個の値段がりんど 1個の値段の 2倍であることKEIをつけ，念つみかん 1個をD
んど 2低K置きかえて ，りんど8個で 120円というかたちKするのである。
2 X 2=4 4 + 4=8 120+8=15 15x2=30 
bんど 2個をなつみかん 1個κ置きかえることによってもできることはいうまでもない。
もう 1つの解き方は，なつみかん11聞の値段がPんど 1個の値段の2倍であることと， .!Jんどの数が
在つみかんの数の 2倍であることから ，]Jんど 4個の値段となっみかん 2個の値段が等しいことκ目を
つけ" 1 2 0円を ，!iんどと念つみかんに分ける方法である。
2X 2=4 1 x 4 = 4 120→-2=6 0 6 0→-2二二 30 6 0→-4 = 1 5 
この問題で， r]Jんど 4個の値段となっみかん2個の値段が等しいことに目をつけるJということを








下位静 2人( 5 %) 中位群 11人 (23%)
~ .tんど 4i溺となっみかん 2個の値段が等しいことに目をつけ ，はじめに 120円をりんどと念つ
みかんに分ける解き方
下位鮮 5人 (13 %) 中位群 8人(1 7 %) 
@ その他のまた(まちがった弐 ，答えがわかってからそれを用いた式〉かよび無答






⑬閤 10について 正答率 下位群 20 %中位群71%
間 10 ~る工員の日給は 8 5 0円で.夜業をすると ，日給のほかfr(1 8 0円もらえます。この工















1 4 3 7 0円
⑦ 数畳間の関係を正し〈把握している者
下位静 15人 (38%) 中位群 34人(7 1 %) 
@ 数最;聞の関係を正し〈把撮してい攻い者








⑬間 11について 正答率 下位群 3~品中位;群 4%
問 11 2 0 0 mのトラ yクを， AとBが同じ考新から同時に出発して定タました。




かったが， rBの分速を求めるJ一一200X9+ 5ーー という部分的な把握のし方ができる子どもを，
下位群と中位群κついて調べてみると，次のと沿bであった。

















下位群 2人( 5 ~時 中位群 2人( 4 %) 
@ 白いど石によって作られる正方形の一辺の大きさ(ど石の数)を求めよう としている者※
下位群 7人(1 8 %) 中位群 22人 (46 %) 
※ 5 2+4 の計算を しているかどうかによってみた。
@ その他





(4) ペ ーパ ー ・テ ストによる調査のまとめ
これまで，ベーバー・ テス トK よる綱廷の各問題κついて，その正答率や ，子どもの微量筒の関係の
把握のようすを調べてきた。 数量間のう週係の制震のし方については ，下位群は中位群K比べて総合的ま
たは部分的~氾掻するカが劣っていること ，把還のし方がー照的であること ， 在どがみられた。しかし，
これらのことは，子どもの書いた式を分割?した結来}てよるものであるので ，さらに，倒人面接κよる調
査によって確かめなければ念らない。
なあ、，ペーパ ・ー テλ トによ る調査の締呆 ，間 2お盟主ぴpJj9を個人面接十てよゐiJ.j歪の調査問題として
とタあげることにした。その理由は，適当なむずかしさであること ，下位苦手と中位併の聞に正答率の歪
があること ，いるいるた考え方 ・解き方がみられると予:留されるこ と，いろいろなつまずさがみられる
と予想、きれるこ と，などであるc
2 個人面接による調査
(1) 調査を 実施 した期日
く E研究の内容と方法 5億人留緩κよる調査>で述べた財閥!rC..tって ，個人術祭による調査を実施
した。





2 間~ I ~I : BBI ~ I :  ~I2|子:512HLi;!?3
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昔えに述べたようVL.m-l次5庵査ではC1 の子ども 3第 2次議交ではCsの子どもκ対しては，必要
。亡応じてコトバによる助力を与えた。その状況の例を記録によって示ナことにナゐ。
P 14 ~(対する痕 1 次錦査の記録
(2) 
一一一-， I⑦ 
180 G円を兄と弟。て分けるのに ，兄には発言よ !J5 0 (円多〈念る ようκした IJ 








180 0十 2- 500=400
1 8 0 →-2+500=14日D
答
400円







180 0円を兄と弟の 2人K分けるのだから.2でわって ，兄のほうが "00円多いのだ
から .~れから 5 0 0円ひいて，兄のほうに 500円たす。






では ，これとらがう問題をやってみぜし I う。1‘ 




1 0 0→-~ 
まず，向じに分けたのですね。それから，兄のほうが 10円多〈 なるようにするためfC，
:- 10=40 
+ 1 0_ b 0 
P 
T 






T そうなってしまわないようにするには ，どうすればいいで しょうか。
P 100+ 2- 10=40 
100→ー





P 180+ 2- 500 
T これでは ，まえと同じになってしまうね。
P 一一一 〈念が<)
T いをやった，ここ (100+2- 10+ 5=45 100-7"-2+10- 5=55のこと〉
の し方をもう一度考えてみましょ う。










③ Qzは，カー ドIq書いて ，子どもが.Q2 を解いている間，見せておpいた。念事~ .子ども
の応答は ，テス ト用紙κ望書かせた。
次vc• C2 の子どもに対しては，第 1次調査・第2次鈎賓とも ，&;.夜間Eじて，問題内容や解き方を
表わす図を示し念がら ，コトパKよる助力を与えた。その状況の例をur嫌κよって示すことKする。
く 2> P21 ~対する第 1 次調査の記録
T この問題を籍軍いてください。
































1 8 0 0内を .兄と弟の 2人で分けるのだから， 1800+2です。それから，兄が弟よ
T 5 00円多いから ，5 0 0円をたしま した。
では ，次の 1800+2としたわけは?



















1 8 0 円は ，どれでしょうか。
これですの (兄のぷんをさす〉
そうでしょ うか。それでは ，兄i.Jt1 8 0 0円をみんなもらってしまうのです;6'0
ここからことをで。 〈兄のAゐの 65 0円に当たる部分をさす)
そうでしょうか。
1 8 0 0円を兄と弟に分けるのです。 この図では，もう分けられているんですよ。
では ，これ(兄のぶん〉と ，これ(弟のぶん〉を合わせると ，いくらピ念るでしょう坊、。
1 8 0 0円です。
























































+ 5 0 0 
1 1 5 0 








lI;ぜ.1 8 0 0から 500をひいたのですか。T 
P 
1 a 0 0というのは何でしょ うか。T 
兄と弟κ分ける合金。P 
5 0 0というのは?T 
兄が弟よj;)5日0円多〈念るようにする。P 






1 300を 2でわったら ，650VCなりましたが，では， 1欠の式のことをき 吉宮 しょ う。
なぜ ，1 3 0 0を 2でわりま したか。
兄と弟の 2人K分けるからです。P 
そうですね。T 
6 5 0は， この図 (A)ではどこの長さですか。
ここ(弟のぷんをさす〕P 
そうですね。T 





こtLカi6 5 0 ・~ ，こ才liJi5 0 0。P 
そうですね。T 
では ，ここ (1800-500= 1300)から ，もう 一度説明 して〈 ださい。
1 8 0 0内は，兄と弟K分ける沿金で ，5 0 0円は ，分けるとき，児のほうが多〈なる扮
金。それで 13 0 1円になる。そ して， 1 3 0 0円+2は，兄と弟だから 2でわって
P 
650円+5 0 0円は ，弟より兄のほうが50 [)円多 〈なるよう('(するのだかる50円。
ら，6 50問+5 0 0円です。
よ〈できましたね。T 
で~i ，もう 1つ問題をやって〈ださい。この問題です。











4 5円K兄κ1日円多 くやるのだから .1 0円ひいて .2人たから 2でわると 45円。




次!'C， ~箆 1 次調査ではC s の子ども，第 2次調査ではC1 の子どもK対して，必要K応じて ， :j;~はじ
きを与えて，それを操作し念がら考えさせるようKした。その状況の例をま鼠Kよって示すことtてする。
















Ql 1 8 0 0円を兄と弟κ分けるのに，兄には弟よT5 0 0円多〈なるようκした
いと忽います。どのようK分ければよいでしょうか。
1 8 0 0→-2=900 
9 0 0 + 5 0 0=' 4 0 0 
1 8 0口一 1400=400
答 兄は 14 0 U円
答 弟は40 0円
この解き方を説明して〈ださい。
1 8 0 0円を兄と弟で分けるか ら，zでわって，兄が 500円多いのだから，わった答え
YL500円をたして，それが兄のぶんで，ぞれから， 1 8日日円から 140口円をひくと













(普いbはじさを 18個とり出して，右と1E1'C91図と 守備tて分ける。右から左へ 5j閲
移そうとしてやめる。 1 81陸iの訟はじきをまとめる。 51図を右のほうへ分ける。 友 の
1 3倍のほうの公はじきを 1個だけ箱の中へ返し，赤いなはじさを 10個と b出 。して





1 B 0 0-5 0 0= 1 :300 
1 O 0 0・← 2=650
650+500=1150 
答 兄は 11 5 0円
答 弟は 650円
T では，いまの解き方を説明して〈ださい。
.P 1 8 0 0円から，兄が 50 0円多いから 500円をひいて， 1 3 0 0円を ，兄と裁だから







P 1 8 0 0円
T そうですね。わかりました効、
P はい。
T では ，もう 1つ問題をし空しょ う。この間Eきです。
Q2 1 0 0円を兄と弟K分けるのに，兄Kは弟よJ1 0円多〈念るようにしたいと
患います。 どのように分ければよいでしょうか。
P 1 0 O~ 1 0=守口
9 0→-2=4 5 














調 査 の 過
童
P.. Ql c X 
トー 一ー一
p.2 Ql c X 
P13 Q. c × Q2 c 
p.4 Ql c × 
P15 Q. b 。Q2 b 
p.6 Q. b 。Q2 b 
P21 Ql c 。Q2 a 
P22 Ql c Q2 C 。
P23 Ql c Q2 C 。
P24 Q. C 。Q2 c 
P25 Q. c × 
P26 W. C × 
P31 Q. a 。Q2 b 
P32 Ql c 。Q2 a 
P33 Ql c X 
P34 Q. c X 
P35 Ql a 。Qz a 




















1 5 Ptl Ql a 。Q2 
1 3 日z Ql a 。Q2 
18 P.3 Q. a 。Q2 
1 5 PI4 ¥.1. c Q2 C 
21 P15 Q. Eニ Q2 b 
1 4 P16 Q. a 。Q2 
19 P21 Ql a 。Q2 
19 P22 Ql a 。Q2 
30 P23 Ql a 。Q2 
一21 P24 Ql 呂 。Q2 
23 P2~ Q. b 。Q2 
1 6 P26 Q. ι 。Q2 
20 P31 QI a 。Q2 
23 P3Z Q. C 。Q2 
16 P33 Q. b 。Q2 
19 P34 Q) b 。Q2 
91 P35 Ql a 。Q2 































c X 19 



















Pll Q3 C 。
Pl2 Q3 c × 
P13 Q3 C 。
Pt4 Q3 c X 
P15 Q3 c × 
P16 Q] c X 
P2l Qa c 。Q， 
P22 Q3 c 。Q4 
P23 Q3 c 。Q4 
P24 Q3 c 。Q， 
PZ5 Q3 c 。Q4 
PZG Q3 C X 
九I Q] c 。Q4 
P32 Q3 b 。Q4 
P33 Q3 c X 
P34 Q3 c 。Q4 
P35 Q3 c 。Q‘ 




















f、 調 査 の
分 E主、J
27 Pll Q3 a 。Q4 
28 Pl2 Q3 C 。Q4 
23 P13 Q] a 。Q4 
16 Q3 c 。
1 2 P15 Q3 c 。Q4 
1 4 P16 Q3 c 。
1 3 Thl Q3 b 。Q4 
30 P22 Q3 a 。Q4 
27 P23 Q3 b 。Q4 
16 P24 Q3 c 。Q4 
44 P25 Q3 c 。Q4 
61 PZ6 Q3 c 。Q‘ 
23 P31 Q3 c 。Q4 
23 P32 Q3 c 。Q4 
1 6 P33 Q3 c 。Q4 
42 P.!4 Q3 a 。Q4 
22 P3S Q3 c 。Q4 





































































T なぜ.1 8 0 0円を 500円でわったの?
? 
1 8 0 0 
- 5 0 0 
1 3 0 0 
180 0 




1 8 0 0 
- 5 0 0 
3 0 0 







































T 1 80 0円を兄と弟κ同じK分けるには ，どうすればいいでしょうか。










十 50 0 
1 400 
T いまの し方を説明してください。
P 兄のほうK50 0円たせば ，兄のほうが 500円多〈攻るから，兄の伶うK5 00円たし
ました。
T ほんとうKそう在るでしょうか。
P 900 1 8 0 0 I@ 
十 500 - 1 4 0 0 
1 4 0 0 4 0日
P だめです。
T では，次の間題をやってみましょう。
Q2 1 0 0円を兄と弟K分けるの(rC，兄Kは弟よタ 10円多〈なるようκしたいと
思います。どのよう1(分ければよいでしょうか。
P 兄Kは 6日円 ，弟Kは 40円。
T それで足のほうが 10円多〈なbますか。
P 一一一ー なりまぜん。














p -一一兄は 60円，弟は 50円。
T それはいけ左いのですo $'金はみん念で 100円しかないのです。
P 兄が50円，弟が 30円，ぁ.4 0円。
T それもいけないのです。?口円しか分けていないからね。一一一 あとの 10円はどうする
のですか。












下位群 一一一 P12 P13 P14 P.21 P22 P24 P26 P32 P33 P34 P36 






Q3 りんと 4個と，左つみかん 2個を買うと，合計 12 0円ですoiつみかん 1個
のねだんは，りんど 1個のねだんの 2倍ですo !Jんどと念つみかんのそれぞれ 1個
のねだんはい〈らですか。














T もし，;1:つみかんの値段が 40円だとすると .fJんどの値段はい〈らでしょうか。
P 
T では，いっしょKゃPましょうか。












































P 念つみかんは ，タんどの 2倍だから。
T いいこと~気がつきま したね。








上の記録の②の式を見ると ，P11は ，なつみかん 1個の値段が ，りんど 11国の値段の 2倍であること
を条件K入れずKわり算をしている。しかし ，8)の式を見ると ，それが意識されているよう Kも思える。
けれども，@:t>'よひ@の応答を考え合わせると ，1i;つみかん 1個の値段が ，タんど 11屈の値段の 2倍で
あることは ，さほど明確に把握ぎれていないようである。このように ，Pll 1'(は ，この問題のたいせつ
念条件が明確K把還されてはいないのであるが，その状態は@までつ'::(。そして ，念つみかん 1個の
値段が ，tんど 11闘の値段の Z倍であることを意識すると，@のような誤った演算をしようとする。@
では，解決のいと口になる数量関係を把握したかに思われたが ，② K対する応答をみると ，それが不じ
ゅうぶんであることがわかる。また ，@の式Kよっても，それが裏付けされる。
~2次調査で ， この Pl1の よう 1'( ，自分の力だけで ， 数量聞の関係を総合的K把握できなかった子ど
もは ，次のとb タでるる。
下位群一一 Pll P12 P13 P!4 P15 PZ1 P23 P25 P26 P31 P33 P34 P35 
P 36 

























兄が 14 0 0円 ，弟が 400円ですね。それで兄のほうが 500円多いでしIうか。







1 8日日- 500=牛--5--&-B-1 3 0 0 
1300+2=650 
650+500=1150 







P まず， 5 0 0円を左くして ，2人のな金を同じく左るよう1'(1300円を 2でわタます。
6 5 0円は弟の合金で，兄のほうは 50 0円多いのだから ，5 0 0円たします。
T この答えがまちがってい念いかどうか確かめるκは， どんな計算をすればいいでしょう説、
P 1 1 5 0円と 65 0円をたしてみます。
T いくらκなればいいの?
P 1 8 0 円です。
(以下省略〕
亨33は，兄と弟の王室が 500円でなければいけ念いことも，総額が 1800円であることも把握して
いた。しかし，この 2つの条件を満足させる解決方法を思いっかなかったので，はじめKは差が 50 0 
円Kなる答えをだし一一⑦，次Kは総額が 18 0 0円Kなる答えをだして一一(3)，あき らめてしまった
一一一@。
第 1次調査で，この P33のように ，数量聞の関係を部分的Kは正しく把握していながら，それを総合
的K把鍾して ，正しい演算κ結びつけることができ 左かった子どもは ，次のと会タである。
下位群一一一 Pll P15 P16 P23 P25 






Qs Tんど4個と，念つみかん 2伺を買うと ，合計 120円です。左つみかん 1個










4 X 2=8 










12 O-+-(4 + 2) =20の 20を ，きみは何だと考えていましたかo
p 9んどと ，なつみかんの 11聞の値段を同じKしてから………。




では ，4 X 2 =8というのは?
@ 
@ 
P !iんど 1個の値段をだそう として，念つみかん 1個の値段は ，!iんど 1個の値段の 2倍だ I@ 










下位群一一一P16 P22 P24 
中位群一一-P33 
これまでの分析の結果から，第 1次調査訟よぴ第 2次調査忙ないて，数量聞の関係を正しく把擦でき








第 2次調査では 1%の1溜粂率で，それぞれ差が認められた。このζとから， Ql l>'よびQ3t'Cついて ，
下位群は中位苦手に比べて問題の数量聞の把握のし方が劣っているといえる。
② 問題解決になける類推
第 1次調査になけるQ，とQ2 ，第 2次調査十亡沿けるQ3とQ，は ，それぞれ類似の問題であること
は ，すでに述べたとなbである。だから ，Qlを解くときの子どもの数量間の関係の担握のし方が，よ
り一般的な把握のし方であれば ，つYいてQ2を解こうとするときに， Qlで肘いた解き方を用いるこ













まず ，1つめの問題(注)を解く ことができた子どもについて ，2つめの問題を解く ことができたか
どうかを調べてみると ，(表 12)まずよぴ(表13)のとなりであった。
(表 12) 2つめの問題の正誤 (表 13) 2つめの問題の正誤
(第 1次調査) (第 2次調査)
正 誤 計 正 誤 計
下位群 8 ? 下位群 2 7 9 
中位群 1 5 2 1 7 中位群 1 3 5 1 6 
計 2 3 5 2 6 計 1 5 1日 2 5 
注 ここで ，r 1つめの問題」というのは，第 1次調査のP2 2 ，P 2 3 ， P 14， P 15を除いて，




Ql とQ2は ，問題場面がどちらも 「訟金を兄と弟K分けるJことであ り，数量聞の関係もたいそう
似ているが ，Q3 とQ4は ，問題場面が ，rりんごとなっみかんを買うJことと.rてんらん会の入場
- 42-
料」であるので ，このよう左ちがいがあらわれたのであろう。
次V'L，1つめの問題を解く ことができた子どもにつ凶て ，1つめの問題と 2つめの問題についての助




つ つ 下位群 中 位群
め め 応 答の の 応答
題問
間
ーーーー 司 4・ー ・ー ー一ー-ー 『ー ・ーー.
題 正 誤 正 誤




力 b-a 5 
の b-b 2 
程
b-c 
c-a 2 2 
度
c-b 
c- c 2 1 





一 下位群つ つ 中位群
め め 応答の の 応答
問 問
ーーーーーーーー ーーー ー









c-a 2 4 
度
c-b 2 2 
. 
c-c 5 1 5 
言ト ? 1 6 
b………解き方や結果の誤りを指摘する程度の助力を与えたことを示す。
c………解くための観点を与えるなど， bを上回る程度の助力を与えたことを示す。
上の(表 14) Kついて ，中位苦手の子どもの問題の解決と助力の闘係をみると ，1 IJ人は ，1つめの
問題を解くときも ，2つめの問題を解〈と きも，助力を与えられないで解決している。 5人 は ，1つ
めの問題を解くときには助力を必要としたが， 2つめのrd:植を解〈ときには助力を与えられ左いで解決
している (b-a)0 2人は， 1つめの問題を解く ときKはZうおなbの助力を必要としたが ，2つめの問
題を解〈ときKは助力を与えられ念いで解決している (c-a)。他の2人(b-c 1，'よびcー のは，
2つめの問題を解くことができなかった。このようKみてくると ，中位若手で .1つめの問題を解〈とき
ょ.!J， 2つめの問題を解くときt'L.問題を解〈力が著しく高まったとみられる子どもは ，b-aの 5人




次に (表 15) ~てついて調べると， 中位群では ， 1つめの問題を解くときより.2つめの問題を解〈
ときに ，問題を解〈力が若し〈高まったとみられる子どもは， b-aの2人 ，c-aの4人， c -bの
2人，合計8人である。 と<VC，c-aの4人が目だっている。これK対して ，下位群で .1つめの問
題を解くときより ，2つめの問題を解〈ときに ，問題を解〈 力が著し〈高まったとみられる子どもは ，




Q3 りんと 4個と ，tJ:つみかん 2偶を買うと ，合計 12 0円です。 念つみかん 1個
のねだんは ，.tんど 1{聞のねだんの 2倍です。りんどとえtつみかんのそれぞれ 1個
のねだんはいくらですか。
P 1 2 0→-6= 20 ⑦ 
20X2=40 @ 
40x2=80 
答 なつみかん 4 0円

























1 2 0→-2二二 60 
T そこで， やめて ください。
120-;-4は，伺をだす式ですか。
p tんどが4倒だから.1 2 0円を 4でわり苦した。
T すると .120-;-2は，念つみかん 2個でわったのですか。
P はい。
T ところが ，1 2 0円は..!?んど 4個だけの値段ではないし，また，なつみかん2個だけの








































T わると，どうな るの ?
P タんど 1個ぶんに念 bます。
T 説明をつづけて〈 ださい。










答 りんと 1 5円
答 なつみかん 3 0円
T では ，問題をもう 1つ解いてください。この問題です。
Q4 あるてんらん会の入場料は，主?と左が子どもの 5倍です。公と*2人と子ども
5人の入場料の合計が 180円でした。かとな 1人と ，子ども 1人の入場料は ，そ
れぞれいくらですか。
P 180-+-9=20 
2 0 x 3::ニ60 
答 主?とな 6 0円
答 子ど も 2 0円
T 解き方を説明して〈ださい。
P 主pと*1人ぶんで子ども 5人ぶんだから ，i.~と左 2人ぶんで子ども 6人ぶん，る人ぶんK
5人ぷんをたすと守人ぶんKなるから， 1 8 0を?でわると .子ども 1人ぶんがでます。
それを 5倍すると ，i.~と念のぶんK 念ります。
- 4 6ー
P24が最初K立てた式fnを見ると ，この子どもは ，1.1:つみかん 1個の値段が，タんど 1個の値段の 2
倍であることK気づいていないのかとも思われるが，(3)の式を見ると，そのことに気づいていることが
わかる。しかし ，念つみかん 1個がbんど 2側ふ'んである，というかたちでは把握していないらし(， 
正しい式を立てることができ念い。指導を受けたあとで立て穴@の式念どを見ると ，問題の全体的な把
握ができてい左いことがわかる。
この子どもが ，@のところで ， rなつみかんを 2 つKわるJ こと K気づいたあとは ， つまずかす:~Q3
とQ4を解いてしまった。
第 2次調査では ，中位群のほうKこのような子どもが目だったのである。それに比べて ，下位群では，
1つめの問題を解〈ことができても， 2つめの問題でも，また ，か念タの助力が必要であった.!J，助力
を与えた結果 ，解くことができをい子どもも多かった。










では ，もう 1乞糊題を解いて ください。 この問題です。
Q4 あるてんらん会の入場料は.i>'と在が子どもの 5倍です。主?と念 2人と子ども
5人の入場料の合計が 18 0円でした。なとな 1人と，子ども 1人の入場料は ，そ
れぞれいくらですか。
180→-9 =2 0 
20x3= 6rl 
答 子ども 2 0円
答 ま?とな 6 0円
解き方を説明いてください。



















( Qa を解くまでの部分 省略)
では，もう 1つ問題を解いて〈ださい。この間総です。
Q4 あるてん ら八企の入場料は.辛子となが子どもの 5倍です。なと念2人と子ども
5人の入場料の合計が 18 0円でした。おとな 1人と，子ども 1人の入場料は，そ
れぞれいくらですか。
1 8日+9= 20 
2 0 x 3二二60 
答 なと左 2 0円
谷'子ども 6 0円
では ，解き方を説明して 〈ださい。
1 8 0円は入場料の合計。?は，子ども 5人の 5倍で90
Eうして子ども 5人を 5倍 したの?
訟と合が子どもの 5倍だから。







下位群一一P12 PZ5 P3J 
中位群一一 P15 PZ5 P32 PS5 P36 







多 くの子どもは ，上に述べたよう 念I1原序で ，問題を解こうとしているようK思われる。とこるが ，伺













く.11> P26 vc対する第 1次調査の記録の一部
T この問題を解いて〈ださい。
QI 1 8 0 0円を兄と弟に分けるのに，兄には弟より 500円多〈在るようK した
いと思います。どのように分ければよいでしょうか。
P 1 8 0 0→-2二二 900
900-500= 400 
9 0 0 + 5日日= 14 0日
答 弟 4 0 0円
答 兄 1 4 0 0円
T では，解き方を説明してください。
P 1 8 0 0わる 2は守 口o， 9 0 0ひ (5 0 0は 40 0 .弟は 400円で，守口口たす5日。
は 1400で，兄は 14日日円
T その答えでいいで しょうか。
P 一一一 同じようK分ければ ，兄は弟より 5日日円多〈念らないでしょう。だから 50 0円
をひきました。












P 26は ，最初の解き方がまちがいだとわかってから ，⑦のところで， テスト用紙(1(，うす〈数字を書
いていた。そ して .(1)の発言をした。この子どもは ，答えがわかったら，立式しようと考えていたので
あろう。
P26の場合は ，上0J3)の発言κよっても， 子どもの問題に対する構え方を知ることができるが ，他の
多〈の子どもの場合は ，@ ，@ .@VCついての行動の内容を記録κ残すことは ，多 〈の場合困難であま拍
子どもが ，立式する前K試みに行なう計算や数字を ，うす<，小さく，粗雑K嘗 〈こ とが多 (.しかも，
それをすぐに消してしまう(白からである。その子どもにも ，それが問組解決の本筋をは念れた行動
であるということがわかっているからなのであろ う。
(注〕 テスト用紙K警凶た文字念どを消さ ~い よ う に指示して誤E査をすること もで き るが ， そのよう
な指示を与えると ，子どもが ，テスト用紙K文字などを奮〈のK慎重になりすぎると思われたの
で指示しなかった。
それで ，他の多〈の子どもκついては .@ .@ .@ についての行動が見られたかど うかだけ ，調査者
のノー トに記録されている。その記録Kよって， これらの行動が見られた子どもを示すと ，(表 16) 
なよび(表 1 7 ) の よう VC ~ る。
(表 16) 計算してから立式したt • 手さぐ b で答えをだした子ども
(第 1次調査〕
C1 C2 C3 
Pll Pll P21 P21 P 31 × P31 
Pl2 × P12 Pzz P 32 1532 
P 13 × P13 P23 × P 23 P33 × P33 
Pl4 × P14 × P24 × P24 P34 P34 . 
P15 × P15 × pzs: x P2S P3sl P35 
P161 x P16 P26 I P26 × P361 x P36 I 
計 下位群 11人 中位群 5人
(表 17) 計算してから立式したタ，手き<".9で答えをだした子ども
(第 2次調査)
C1 C2 C3 
Pll Pll P21 P21 
Ip31 P 31 
P12 × P 12 PZ2 P22 f>_u 
P 13 × P13 × P23 × P 23 P33 × P33 
P14 P 14 P24 × P 24 I P 34 PH 
P 15 巴II P 25 × P25 I P35 × P 35 
I P 26 I p~lò l_x E.UJ_~ P16 × P26 × P36 
計 下位群 ?人 中位群 5人
このようVL.第 1次調査・ 第 2次調査ともκ，下位群の人数が中位群の人数よb多い。それとともκ
注目 しなければならなhことは ，第 1次調査と第 Z次調査のどちらにも×のついている子どもが多いと
- 50ー
とである。その子どもは.(1:..のとなPであり。
下位群 P 12 
中位群一一予26
これらの子どもは，計算を試みてから豆式したt • 答えをみつけてから式を立てるよう左傾向をもっ






















タんど 4個と，念つみかん 21銅を買うと ，合計 12 0円です。なつみかん 1個Q3 
bんとと左つみかんのそれぞれ 1個のねだんは，りんご 1個のねだんの 2倍です。
のねだんはいくらですか。
⑦ 
eI " n ・ ' ーーー 内 n 













@ まず，合計の 12 0円を，りんどの数だけでわって……。P 
そこで公たずねしま しょう。 12日円は..tんど4個と.f.i:つみかん 2個の値段左のVC.T 
どうしてりんどの数だけでわるの?
P 
わb算をするのは，たとえば. iノー トを 4さつ買ったら.8 0円でした。 1さついくらT 
でしょうか。」というようなとき， 80-+-4とするのでしょう。
はい。P 
だから，もし， .tんど 4個で 12 0円だったら ，1個の値段は 120-+-4でみつけられま







T Dんど 1個が 15円授ら .30円はりんど2個ぶんにちがいるb宮せんが..!'>んど 1個が
1 5円だということは，まだわから念いんでしょう。
P 
T 1個 15円だという ことが ，どうしてわかったの?
P あてはめてみた。
T そうですか。




T 「なつみかん 1個のねだんは .tんど 1個のねだんの 2倍です。Jということがだいじで
すよ。
P 1 2 0→-6= 20 












がはっき bあらわれたのは， P16.P23，P35一ー いずれも第 2次調査一ーであった。
④思考の連続と転換
問題の解き方について指導するとき，教師は ，論理的な筋道κそって指導しようと しているが ，指導
を受ける子どものほうでは ，その筋道を理解することができないため，思考が連続していないことがあ






<13> P24 ('C対する第 2次調査の記録の→E
T この問題を解いて〈ださν、。
Q3 Tんど 4伺と .iつみかん 2個を寅 うと ，合計 120円です。念つみかん 1個
のねだんは .tんど 1個のねだんの 2倍です。タんどとなっみかんのそれぞれ 1個
のねだんはいくらですか。
P 一一一一 {なが()
T この問題で .気をつけなければいけないと ころはどこでしょうか。
P Tんど 41@と，なつみかん 2僧と ，合計の 120円と ，なつみかんの値段が 2倍のところo
T そうですね。



































1 2 0を6でわれば， 1値の値段がでま
すね。
P はい











o 0 @ 
o 0 ⑬ 
b んど なっみかん。。 @ 
。。
B図を見て考えてください。なつみかん 1個の値段は ，りんど 1個の値段の2倍ですよ。
P ~ ， わかりました。
T わかったことをいってください。
P なつみかんの値段は， tんどの値段の 2倍Kなっているから， 1 2 0を 4でわって 。 I@
T 4でわるわけは?








B図を見て〈ださい。念つみかん 1偲の値段は ，tんど t個の値段の 2倍ですよ。
どうかしたら，りんと 1伺か， 1;;.つみかん 1備の値段がで左いでしょうか。
T では， この図 (C)を見て ください。
1 2 0円もって ，くだもの屋K行って，はじめv(tんどを 4個買って ，それからなつみか
んを寅公うと思ったのだけれど ，それをやめて ，また ，りんどを買うと， !Jんどを ，もう
何個買うことができるでしょうかe
P 31題。
T どう して 5個に在るの?
- 54-
P 1 2 0を4でわった。




P24と調査者の対毘6J，0，@をみると， 調査者が被除数と除数をたずねたのK対して ，P24は ，合
計額をbんどの個数またはみかんの個数でわることによって ，それぞれの 1個の値段を求める方法を答
えている。もちろん，これは誤bである。 P24は ，すぐその誤!JV(気づいたら しく 思われる。それは@





o 教師が ，問題場面の転換を図っても ，それκついていけ左い。
o 同じことをくPかえして教えなければ身Kつかなレ、
個人面接による調査に訟いて .上K示 したようなあらわれのみられた子どもは次のとお'9である。
第 1次調査 下位群一-Pll P23 PZ4 P25 P26 P33 P34 
中位群一一P33
第2次調資 下位群ー- Pll PI3 P14 P15 P21 P22 P24 P26 P32 
中位群一- P14 P16 P31 P35 
上の結果について， 下位群と中位群の差をみると ，第 1次調査については ，5 %の危険率で差が認め
られ ，第 2次調査については ，5%の危険率で差が認められ念かった。 ζのことから ，下位群は中位群
K比べて ，論理的に恩考を進める力が劣っているといってよいであろう。
lV 研 究の まと め










の助力を与えられて ，やっとQI ，Q3 などの問題の答えをだしている。問題を 「解いた」とはいえ
左い状態である。だから ，学業成績の劣る子どもκ対しては，数量間の関係、の単純念問題を与え左け
れば念ら左いと考える。
b 子どもの考えκ合った考え方・解き方をまず教えることがたいせつである。 Q1を例にすると ，学
業成績の劣る子どもの多くは， 1 8日0円をまず 2等分してから 500の差をつける考え方K気づい
ている。 このような子どもの傾向を指導にとタ入れることがたいせつである。
C 個人面接による調査では，自力で問題を解〈ことができ左かった子どもK対して ，図を見ぜたlJ. 
訟はじきを操作させたbした。これらの助力によって，問題を解〈ことができた子どももあり，数量
間の関係の把握のし方に進歩のみられた子どももあった。しかし，数量聞の関係の把握のし方に進歩
のみられ在い子どももあった。たとえば .QI (t[ 



















E 学業成績の劣る子どもの中には， rまわbみちJの考え方をする子どもがいる。たとえば ，QI (t亡
診いて， 1207 8= 15として，りんど 1イ閣の値段がわかってから .
15x4= 60 120-60=606072ニ 5日 として，なつみかん 1個の値段を求める
よう在考え方である。学業成績の劣る子ども0て対しては，この五うな「まわDみら」の考え万もじゅ
うふ'んに認めて指導にあたるべきである。
f 学業成績の劣る子どもの中(t[は ，基本的左四民Ijの意味の理解が不じゅうぶん念子どもがいる。 QI













































学業成績の劣る子どもに ，その子どもが立てた式の説明をさせると ，たとえば「まず， 1 2 0円を
2でわると，なつみかん2個の値段が 60円になって ，6 0円を 2でわると， 3 0円になって，なつ
みかん 1個の値段です。 ……Jのよう K.解決の順序だけをいう子どもがある。 これに対して. i左
ぜ 12日円を 2でわると，なつみかん 2個の値段になるのですか。 Jのように質問して，子どもの考
えを確かめ授がら，子どもの論理的な考え方を伸ばすようにすることがたいせつである。
4 何段階もの思考に耐えられない。思考の転換が困難である。













この研究を担当 したのは ，片桐安治・大森忠勢で， 研究の結果をまとめ ，執筆したのは片桐安治であ
る。
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